
た
時
、
水
制
限
に
RV.
録
せ
ら
れ
て
ゐ
る
村
高
に
建
せ
ね

ば
、
そ
の
不
足
高
は
即
ち
無
地
高
で
あ
る
。
検
地
の

際
測
鼠
を
誤
っ
た
か
、
或
は
山
崩
・
川
鉄
等
が
あ
っ

て
も
見
捨
高
と
し
な
か
っ
た
結
果
、
か
う
し
た
事
が

起
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ム
シ
ヅ
カ
虫
穆
安
保
十
年
浮
鹿
子
の
被
害
甚

だ
し
か
っ
た
時
、
能
奨
郡
徳
橋
組
の
十
村
問
中
=
一
郎

右
衛
門
は
、
是
が
騒
除
に
縫
カ
し
、
そ
の
捕
獲
し
た

虫
を
集
め
て
埴

m・
砦
淵
の
一
一
ヶ
腕
に
組
め
、
砕
石
を

ォ.て
L
後
人
を
戒
め
た
。
そ
の
岩
淵
の
も
の
は
、
高

さ
一
米
一
一
、
周
悶
七
京
極
の
間
柱
で
、
次
の
文
が
刻

き
ら
れ
て
ゐ
る
。
『
虫
標
。
償
年
七
用
中
旬
頃
よ
b
、

俄
に
縞
株
よ
り
こ
ぬ
か
虫
多
〈
生
じ
、
悉
蔚
を
枯
ら

し
、
一
一
統
な
ん
ぎ
に
及
び
、
布
木
綿
の
ふ
く
ろ
を
以

て
と
り
集
め
候
虫
、
此
腕
に
十
六
俵
埋
お
〈
。
若
此

虫
宋
に
生
る
時
は
、
草
修
理
の
頃
早
〈
木
質
油
を
町

商
に
ま
き
、
挽
ひ
務
し
て
と
れ
ば
虫
愁
う
す
か
る
べ

し
。
余
は
除
態
録
に
委
し
。
虫
愁
を
お
そ
れ
、
後
年

の
記
録
に
建
之
候
場
。
天
保
十
年
九
用
建
之
。
』
叉
埴

聞
の
も
の
は
高
さ
一
米
軍
で
、
『
虫
塚
。
あ
a
A

い
か
な

る
般
に
や
、
笛
年
七
月
ま
で
は
順
鏑
む
る
い
。
草
生

よ
く
早
稲
穂
に
出
、
一
統
館
び
聾
夜
賑
候
内
、
同
居

中
旬
の
こ
ろ
よ
り
俗
に
こ
ぬ
か
虫
俄
に
生
じ
、
早
稲

を
い
/
¥
か
れ
か

L
b、
中
沼
晩
蔚
次
第
に
つ
よ
〈
、

稲
多
枯
何
れ
も
難
儀
。
右
虫
布
も
め
ん
袋
を
以
て
と

あ
り
鎮
め
候
分
、
此
腕
に
二
十
三
俵
許
却
を
〈
。
此
末

虫
生
る
時
は
、
帥
修
理
の
頃
は
や
〈
木
の
質
油
を
用

ゆ
れ
げ
愁
う
す
か
る
べ
し
。
余
は
除
蜂
録
に
香
し
。

虫
の
愁
を
恐
れ
、
後
年
の
記
録
に
建
之
端
。
突
保
十

年
九
用
建
之
。
』
と
あ
る
。

ム
ジ
ナ
務
白
山
地
方
で
は
穴
熊
を
ム
ジ
ナ
と

稽
す
る
こ
と
が
多
い
。

ム
シ
ポ
シ
虫
干

金
海
域
下
諸
寺
の
質
物
虫
干

ム
シ
l
ム
ト

あ
り
、
後
永
光
寺
八
代
に
住
し
、
正
平
十
六
年
寂
し

た。
ム
ト
ウ
Z

ス
ウ
録
等
譲
鑓
曹
洞
宗
の
倫
。
越

山
紹
阪
に
翻
し
て
回
目
・
を
得
、
能
脅
の
永
光
寺
に
住
し
、

叉
光
穆
寺
を
開
い
た
。

ム
ト
ウ
カ
ヘ
Z

武
藤
加
兵
衛
交
を
村
瀬
彦
太

郎
と
い
ひ
、
前
回
利
長
に
仕
へ
た
が
、
後
牢
人
し
た

も
の
。
加
兵
衛
は
寛
永
十
九
年
利
常
に
召
出
さ
れ
て

百
況
十
行
を
領
し
、
外
に
御
異
風
料
二
十
.
石
を
受
け

た
。
子
孫
相
繕
い
で
務
に
仕
へ
る
。

ム
ト
ウ
シ
ョ
ウ
ベ
Z

武
藤
鹿
兵
衛
土
肥
慈
雲

の
子
で
、
除
ご
百
四
十
石
を
受
け
、
寛
永
十
六
年
前

田
利
常
が
熔
接
し
た
後
、
之
に
従
う
て
小
松
鹿
島
に

居
た
。
こ
の
庄
兵
衛
か
ら
四
代
庄
兵
衛
知
胤
の
時
叉

土
肥
民
に
復
し
た
。

ム
ト
ウ
シ
ロ
ベ
Z

武
藤
四
郎
兵
衛
初
め
織
問

長
挙
に
仕
へ
、
後
前
間
利
時
m
に
臣
事
し
て
二
百
石
を

受
け
、
天
和
三
年
に
授
。
子
採
代
々
務
に
世
襲
す
る
。

ム
タ
ン
ソ
カ
ン
無
端
組
理
的
洞
宗
の
併
。
能
一
ム
ト
ウ
タ
ジ
Z

号
ン
武
藤
多
次
右
衛
門
元
機

菅
の
人
。
幼
に
し
て
大
莱
寺
に
築
山
紹
磁
を
越
し
て
一
六
年
御
跨
聞
坊
主
と
し
て
柳
翠
と
い
ひ
、
亭
保
ご
年

得
度
し
、
そ
の
命
に
よ
り
明
賂
紫
哲
・
無
外
聞
照
に
一
御
歩
に
滋
み
抗
十
依
を
受
け
、
九
年
新
知
百
三
十
石

師
事
し
、
後
蛾
山
紹
碩
の
門
に
入
っ
て
抗
哲
の
一
に
一
を
領
し
て
新
番
に
列
し
、
十
一
年
七
十
石
を
加
へ
て

居
り
、
終
に
飽
持
寺
に
主
と
な
り
、
越
前
の
椛
越
祥
一
組
外
に
瑳
し
、
十
三
年

E
n十
八
日
夜
。
子
採
相
繕

悶
寺
を
創
す
る
や
、
前
ぜ
ら
れ
て
そ
の
閉
山
と
な
っ
一
い
で
務
に
仕
へ
る
。

た

。

一

ム

ト

ウ

ハ

ン

ザ

Z

号
ン
武
藤
牟
左
衛
門
焚
長

ム
W
J
Fウ
グ
六
道
具
↓
ナ
ナ
ツ
ド
ウ
グ
七
二
門
守
は
製
隠
秀
次
に
仕
へ
て
一
一
一
高
五
千
.
石
を
領
し
た

道

具

。

一

が

、

そ

の

生

容

の

後

秀

吉

か

ら

黒

岡

筑

前

守

に

預

け

ム
テ
イ
無
底

J
テ
ツ
-
フ
Y
ム
テ
イ
餓
箆
無
一
ら
れ
、
徳
川
家
康
の
時
に
至
っ
て
宥
発
、
蛤
須
賀
家

底

。

一

政

に

寄

食

し

て

終

っ

た

も

の

。

牢

左

衛

門

は

鹿

長

十

ム
テ
イ
リ
ヨ
ウ
シ
ョ
ウ
無
底
夏
詔
留
洞
宗
の
一
三
年
前

m利
長
に
高
聞
に
召
出
さ
れ
、
三
百
石
を
勝

信
。
能
脅
闘
酒
井
保
の
入
。
弱
冠
を
過
ぎ
て
深
〈
世
一
せ
ら
れ
、
寛
永
六
年
五
周
十
六
日
夜
。
子
潔
務
に
世

相
を
厭
ひ
、
迭
に
永
光
寺
の
明
峰
索
、
哲
に
投
じ
て
得
一
捜
す
る
。

度
し
、
次
い
で
餓
山
紹
碩
に
設
じ
て
契
悟
す
る
所
が
一
ム
ト
ウ
モ
ト
ノ
プ

は
、
務
政
時
代
に
於
い
て
六
周
土
用
中
に
行
ふ
を
前
日

泌
と
し
た
。

ム
セ
キ
無
関
臨
島
郡
能
稜
島
庄
に
関
す
る
部

務
。
文
明
十
三
年

E
刃
向
田
代
官
=
一
階
家
育
の
判
替

に
、
・
隣
邑
固
と
共
に
、
閏
無
関
な
る
一
邑
と
し
て
掲

げ
ら
れ
て
ゐ
る
。

ム
ソ
ウ
セ
ン
タ
夢
想
千
旬
続
本
一
加
。
恩
来

坊
快
全
が
、
元
隊
十
五
年
管
公
八
百
年
忌
に
猫
吟
し
、

こ
れ
を
玉
泉
寺
実
識
宮
に
奉
納
し
た
も
の
で
、
上
梓

せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
刊
記
は
無
い
。

ム
ソ
タ
無
息
無
足
と
も
醤
〈
。
元
利
ご
年
の

令
に
、
家
中
一
年
切
奉
公
人
の
こ
と
に
就
い
て
、
『
此

法
度
以
前
走
候
も
の
a
h

能
は
、
震
過
怠
醤
年
中
無
足

に
て
可
召
仕
候
。
』
と
あ
る
如
〈
、
無
給
米
又
は
無
給

銀
の
義
に
用
ひ
ら
れ
た
。
随
う
て
士
分
の
子
弟
の
如

き
、
未
だ
滞
か
ら
知
行
叉
は
扶
持
を
受
け
ざ
る
も
の

も
、
底
無
息
叉
は
無
息
人
の
訴
を
以
て
表
さ
れ
て
ゐ

る。

武
藤
元
信

安
政
元
年
六
周

金
調
仰
に
生
ま
れ
、
裕
軒
・
何
故
棋
・
古
人
可
友
償
と
脱

し
た
。
箆
腿
三
年
務
皐
明
倫
堂
に
入
り
、
次
い
で
盟

島
設
に
就
き
て
漢
撃
を
皐
び
、
明
治
十
周
年
以
後
三

十
ご
年
ま
で
腕
節
感
授
に
教
鞭
を
執
っ
た
。
後
東
京

に
出
で
L
枕
草
紙
の
研
究
に
従
ひ
、
そ
の
箸
に
清
少

納
言
杭
草
紙
考
異
・
枕
草
紙
迦
穂
・
枕
草
祇
別
記
・
枕

草
紙
泡
文
・
杭
草
紙
錯
簡
考
・
枕
草
紙
異
本
考
・
む
か

し
の
面
影
・
何
故
機
随
筆
等
が
あ
る
。
大

E
七
年
十

一
一
周
ご
十
日
夜
、
事
年
六
十
五
。

ム
ト
ウ
モ
ト
ヤ
ス
武
藤
元
安
泡
稽
判
右
衛
門
。

天
和
元
年
新
番
小
頭
と
し
て
新
知
百
五
十
石
を
受

け
、
貞
享
三
年
実
字
左
衛
門
波
後
也
知
三
百
石
や
一
段

い
で
先
知
を
澄
し
、
組
外
に
鴎
し
、
翌
年
御
書
物
翠

行
に
捕
し
、
一
苅
線
三
年
奥
小
勝
税
目
と
し
て
喰
俸
百

石
を
受
け
、
十
年
組
外
御
番
頭
に
時
じ
て
磁
俸
百
五

十
石
と
な
り
、
十
六
年
御
先
弓
顕
に
任
じ
て
験
停
ま

た
前
の
如
〈
で
あ
っ
た
。
正
徳
四
年
病
を
以
て
僻
し
、

享
保
元
年
十
二
周
十
日
七
十
三
歳
で
夜
し
た
。
元
安

深
〈
心
を
幕
府
及
び
本
務
法
令
の
研
究
に
止
め
、
又

凶
皐
を
感
ん
で
江
戸
に
蹴
役
申
告
口
川
惟
足
に
従
魅
し

た。
ム
ト
ウ
モ
ト
ヨ
シ
武
藤
元
夏
泡
構
抑
制
之
助
。

成
堂
を
以
て
閥
抗
と
し
た
。
天
保
入
年
借
入
元
貞
の
後
を

受
け
て
御
馬
組
組
に
班
し
、
食
旅
四
百
石
。
元
民
武

設
を
好
み
、
八
島
金
磁
の
門
に
入
っ
て
頗
る
精
妙
の

域
に
建
し
、
庭
前
m
m
H泰
の
覧
を
得
て
賞
賜
せ
ら
れ

る
に
至
っ
た
。
安
政
四
年
十
ご
用
夜
、
亭
年
七
十
。

ム
ト
ウ
日
ヨ
ウ
ユ
ウ
無
等
一
艮
雄
官
抑
制
宗
の
的
。

出
羽
の
入
。
用
泉
良
印
の
法
を
嗣
ぎ
、
初
め
加
賀
の

悌
陀
寺
に
住
し
、
尾
張
の

E
法
寺
に
諮
旬
、
後
退
き

て
出
羽
に
正
腿
寺
を
閲
い
た
。

ム
ト
夕
日
ヨ
ウ
ゴ
無
得
震
情
江
泊
都
大
型
寺

な
る
質
性
院
四
代
の
住
持
。
曾
棒
の
人
。
初
め
賛
緊

八
三
九


